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1 申請者が明らかにした本邦の肺非結核性抗酸
菌症の罹患率増加の実態 

肺非結核性抗酸菌(NTM)症は、主に中高年
以降の女性に好発する難治性の慢性進行性呼吸
器感染症であるが、長らく、日本における実態は不
明であった。申請者は、AMED の事業として①肺
NTM 症の罹患率は 7 年前と比較して、約 2.6 倍
と急激に増加していること、②肺 NTM 症の罹患率
は 肺 結 核 の 罹 患 率 を 超 え た こ と 、 ③ 肺
Mycobacterium avium complex(MAC)症が
肺NTM症の約90%を占めることを示し、肺NTM

症が公衆衛生上、重要な呼吸器感染症であることを明らかにした（右図参照）。 
本邦において、近い将来、推定死亡者も結核を凌駕することが予想され、本疾患に対する包括

的対策の社会的重要性はさらに高まっている。 

 

 
2 肺 MAC 症に対する初めてのゲノムワイド関連解析 

研究代表者、宿主ゲノム情報を併せ持つ肺NTM 症
の大規模コホートを構築し、世界で初めての肺 MAC 症
のゲノムワイド関連解析(GWAS)を行い、ゲノムワイド
有意水準（P<5.0×10-8）を満たす疾患感受性遺
伝子変異の同定に成功し、宿主ゲノムに基づいた肺

NTM 症の個別化医療の実装に道筋を開いた（右
図）。さらに、日本人のみならず、韓国人・米国人集団
を用いて、本 SNP が集団を超えて肺 MAC 症のリスクで
あることを明らかにし、国際共同研究を推進している。 

 

研究期間中に参加施設が 5 施設増えただけでなく、症例数が 2000 例が達成できた。さらに、海外

との連携や BioBank Japan などの外部バイバンク機関との連携も生むことができた。研究者が立ち

上げた NPO 法人 NTM-JRC を通して、国内の症例で確保するだけどなく、NTM HOST 

RESEARCH CONSORTIUM を通して国内外の検体及びゲノムデータを当初の倍以上 4000 検

体分収集した。これらの新規検体を含めて肺 NTM 症に対するゲノムワイド関連解析を実施し、新

規疾患感受性遺伝子を複数個に同定することができた。また、以前に報告した CHP2/PRKCB 領

域（Namkoong, ERJ 2022）は再現性が確認された。 
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